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一
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し
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日
本
に
於
け
る
本
逃
思
想
史
な
り
、
神
仏
思
想
の
習
合
史
な
り
の

史
的
経
紛
糾
上
に
於
て
、
日
本
神
滋
の
仏
教
化
を
考
え
る
か
、
中
間
仏

教
の
日
本
化
〈
敢
て
神
道
化
と
措
称
し
な
い
〉
を
考
え
る
か
、
は
問
題
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
又
標
題
の
如
く
、
平
安
末
期
よ
り
中
役
時
代
に
於

け
る
神
仏
習
合
思
想
え
の
中
関
識
緯
忠
怨
の
介
入
や
介
在
の
形
式
を

如
何
に
考
え
る
か
、
神
仏
川
泌
総
と
悶
等
位
践
に
於
け
る
議
終
忠
恕
や

そ
の
母
胎
と
な
っ
た
陰
陽
思
却
の
期
間
人
討
を
如
何
に
み
る
か
、
な
ど
の

前
行
す
べ
き
問
題
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
論
者
は
一
応
常
識

的
な
見
解
に
惑
い
て
、
「
神
」
と
「
仏
い
の
相
対
関
係
と
、
そ
の
中

間
に
介
在
す
る
爽
雑
思
想
を
分
析
す
る
と
い
う
概
念
に
基
い
て
、
論

究
を
す
す
め
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
勿
論
、
ウ
中
世
」
と
制
約
す
べ
き

論
題
の
収
約
性
も
妥
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
あ
る
時

期
の
習
合
史
i
特
広
一
平
安
来
か
ら
室
町
初
頭
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
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、
既
に
間
判
定
し
、
又
は
し
つ
つ
あ
る
中
悶
思
組
、
!
特
に
陰

陽
道
可
宿
旺
道
、
議
緯
思
想
!
の
介
入
並
び
に
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の
基
盤
と
し
て
の
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あ
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意
味
の
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本
民
族
の
精
神
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熊
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縁
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搭
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で

も

あ

る

ま

い

れ

る
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こ

の

に

み

え

る

所

の

の
信
と
は
晋
の
訟
に
し
て
、
関
川
護
王
の
太
子
が
仙
人
と
な
り
、

制
江
の
天
台
に
付
入
っ
た
と
い
う
そ
の
山
に
、
国
治
十
す
と
い
う
天
台
伽

較
が
斜
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
…
山
王
一
に
地
主
・
山
五
一
五

郎
友
行
が
、
記
ら
れ
た
と
い
う
事
実
子
、
、
延
跨
二
十
三
年
ハ
点

元
二
十
年
〉
、
人
法
中
の
H
U
液
が
こ
こ
に
遊
ん
だ
と
い
う
事
実
な
ど
か

ら
推
し
て
、
山
主
権
現
忠
恕
と
熊
野
権
現
と
の
抱
合
宏
、
修
験
道
だ

の
一
拠
出
か
ら
打
出
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
出
が
あ
ろ
う
む
き
て
中
間

に
始
っ
た
級
学
問
心
強
は
、
本
質
的
に
あ
く
迄
、
呪
術
的
民
俗
信
仰
で

あ
り
、
緯
山
一
千
仰
心
惣
は
勿
論
、
政
経
的
学
問
体
系
に
も
進
脱
し
て
行
っ

た
が
、
務
ハ
稜
下
派
の
学
問
体
系
と
し
て
、
我
国
に
渡
来
す
る
前
に
既

に
混
然
と
し
た
革
命
忠
訟
を
伴
う
予
訪
日
間
忠
惣
と
な
り
、
平
安
期
に
あ

っ
て
は
、
国
ト
や
占
足
…
呪
術
等
の
民
間
信
仰
と
し
て
、
正
統
的
な
神

道
忠
恕
や
、
仏
教
忠
怨
と
は
、
毅
然
と
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れ
て
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た
。
で
は
、

こ
れ
ら
の
消
忠
惣
が
、
何
故
陰
陽
思
想
な
り
、
瓦
行
忠
恕
な
り
と
、

抱
合
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
こ
こ
に
小
古
天
台
時
に
前
米
の
約

眠
法
の
存
在
を
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ね
ば
な
る
ま
い
。
な
る
紅
、
幼
稚
な
構
想
の
忠

怨
体
系
で
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あ
る
が
、
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の
介
入
思
想
の
存
在
怠
後
一
は
無
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し
得
な
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藤
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、
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藤
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と
し
て
、
こ
れ
に
め
ら
れ
た
呪
術
が
、
街
教
系
仏
教
な
り
、
伝
統

的
神
道
行
事
と
む
す
び
つ
い
て
鎌
合
初
期
の
府
民
逃
J

ば
り
、
桧
防
山
一

な
形
成
し
た
も
の
と
去
っ
て
よ
い
で
あ
ゾ
?
フ
。

従
っ
て
火
災
な
鋲
め
る
為
の
良
肘
の
山
方
外
角
で
行
う
鋲
火
山
公
な

り
、
鬼
・
妖
怪
の
都
へ
の
佼
入
を
防
ぐ
い
み
の
近
饗
祭
な
ど
も
、
陰

陽
道
忠
利
ル
に
よ
る
神
道
的
根
献
で
あ
り
、
在
一
安
鍛
五
十
二
の
文
ヘ
氷
三

年
正
月
の
頃
の
潜
間
町
一
の
ず
一
の
御
祈
り
の
如
き
も
、
神
・
仏
・
陰
陽
…
一
…

思
想
の
雑
乱
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

陰
陽
近
代
川
と
神
道
行
事
が
雑
然
と
し
て
、
公
の
席
上
、
併
用
さ
れ

て
府
る
し
、
更
に
地
方
に
あ
っ
て
も
、
寺
社
JU身
が
土
活
の
除
以
前

に
依
頼
し
て
日
の
ト
定
な
り
方
位
の
選
定
を
活
ば
つ
に
行
っ
て
肘
る

道
教
的
思
惣
在
来
一
雄
に
し
た
陰
陽
五
行
思
想
が
、
談
粋
忠
恕
と

共
に
神
仏
習
合
の
過
税
に
於
て
、
喰
い
込
ん
だ
姿
を
見
逃
し
て
は
な

J
h
t
A

、
c

戸
iv
中

i
l
u
w

こ
れ
に
、
中
世
以
前
の
神
仏
習
合
の
理
論
化
な
山
王
神

道
な
り
、
熊
野
権
現
思
想
を
以
て
、
そ
の
理
論
的
結
末
?
と
考
え
、
更

手
j
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打
王
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ム
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議
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忠
村
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が
、
陰
陽
泊
の
一
分

野

と

し

考

え

た

い

の

で

あ

る

。

中

間

の

経

世

間

山

小

中

的

の

忠

恕

の

も

つ

任

務

な

は

な
れ
て
、
日
本
の
中
批
以
後
に
あ
っ
て
は
、
単
な
る
宗
教
的
呪
術
信

仰
な
抗
滋
仕
し
め
る
為
に
協
力
し
た
結
果
と
な
っ
た
の
に
す
ぎ
な

い
υ

神
?
と
仏
の
中
山
に
総
て
街
教
的
信
仰
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
、

民
間
信
仰
と
し
て
受
容
し
た
も
の
、
即
ち
陰
陽
道
の
ニ
ウ
に
分
れ
て

変
転
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
次
に
中
凶
談
粋
学
の
系
統
と
約
肢

経
の
系
統
の
も
の
な
別
似
に
考
え
る
か
、
山
川
γ
仰
の
イ
わ
の
と
考
え
る
か

ぶ
川
川
前
一
で
ち
る
心
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に
亦
、
推
古
紛
の
勧
勅
の
足
、
甲
斗
ノ
〈
上
奏
と
、
約
庶
民
詰
米
の
以

前
の
儒
教
伝
来
時
の
も
の
と
全
考
え
併
せ
て
、
こ
の
思
潮
を
伝
教
、

弘
法
時
代
及
び
円
珍
・
円
一
仁
の
頃
よ
り
以
前
の
時
代
の
も
の
と
、
中

に

た

も

の

と

の

二

つ

に
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て

考

え

た

い

と

忠
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